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調査結果の概要 

 

１．調査概要 

 

（１）調査目的 

子ども・子育て支援法に基づく「大和郡山市子ども・子育て支援事業計画（第二期）」が令和６

年度で計画が終了することから、子育て世帯や若者が抱える問題や課題を把握し、次期計画策定

にあたっての基礎資料とするため、アンケート調査を実施しました。 

 

（２）調査の実施について 

調査分類 調査の種類 調査対象者 配布数 抽出方法 調査方法 

子育て調査 

就学前児童調

査 

就学前の児童のいる世帯の

保護者 
1,000 件 

無作為抽出 
郵送による

配布、郵送・

Web による

回収 

小学生児童調

査 

小学生の児童のいる世帯の

保護者 
1,000 件 

若者調査 若者調査 18～39 歳の市民 2,000 件 

子どもの生活

調査 

小中学生調査 小学５年生及び中学２年生 1,200 件 市内の小学５年

生・中学２年生全

員と、その保護者 保護者調査 上記児童の保護者 1,200 件 

 

（３） 配布数・回収数・回収率 

調査分類 調査の種類 配布数 回収数 
内訳 

回収率 
内訳 

紙 ネット 紙 ネット 

子育て調査 
就学前児童調査 1,000 件 458 件 324 件 134 件 45.8% 32.4% 13.4% 

小学生児童調査 1,000 件 494 件 342 件 152 件 49.4% 34.2% 15.2% 

若者調査 若者調査 2,000 件 549 件 311 件 238 件 27.5% 15.6% 11.9% 

子どもの 

生活調査 

小中学生調査 1,200 件 446 件 320 件 126 件 37.2% 26.7% 10.5% 

保護者調査 1,200 件 466 件 320 件 146 件 38.8% 26.7% 12.2% 
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２．ニーズ調査（就学前児童・小学生児童）の結果 

 

① 子育てをする上で、気軽に相談できる先（人・場所など）の有無 ＜単数回答＞ 

 （就学前児童・小学生児童） 

 子育てをする上で、気軽に相談できる先（人・場所など）の有無について、「いる/ある」

が就学前児童で 95.2％、小学生児童で 91.9％となっています。 

 前回調査と比較すると、就学前児童、小学生児童ともに、ほぼ同様の結果となっています。 

 

【就学前児童】 

 

【小学生児童】 

 

 

 

  

95.2

94.3

3.3

3.7

1.5

2.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

今回調査

(n=458)

前回調査

(n=920)

いる／ある いない／ない 不明・無回答

(％)

91.9

93.4

7.7

4.5

0.4

2.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

今回調査

(n=494)

前回調査

(n=883)

いる／ある いない／ない 不明・無回答

(％)
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①で「ある／いる」を選んだ方 

①-１ 気軽に相談できる先 ＜複数回答＞（就学前児童・小学生児童） 

 気軽に相談できる先について、就学前児童では「配偶者・パートナー」が 87.4％と最も高

く、次いで「その他の親類（親、きょうだいなど）」が 76.4％となっています。 

 前回調査と比較すると、「隣近所の人、地域の知人、友人」が 12.0 ポイント、「保育園・

幼稚園・学校等の保護者仲間」が 14.5ポイント減少しています。 

【就学前児童】 

  

87.4

76.4

39.0

26.8

26.4

1.1

39.2

10.3

1.1

15.6

0.0

4.4

0.7

2.1

2.8

0.0

0.5

0.2

0.2

0.5

3.7

9.2

5.0

0.5

87.7

77.6

51.0

25.0

40.9

4.3

39.1

3.9

12.1

0.0

8.8

0.3

1.5

1.2

0.1

0.2

0.2

0.1

0.9

4.4

9.7

2.3

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

配偶者・パートナー

その他の親類（親、きょうだいなど）

隣近所の人、地域の知人、友人

職場の人

保育園・幼稚園・学校等の保護者仲間※１

子育て支援センター等の仲間

保育園・認定こども園の先生※２

幼稚園の先生※３

学校の先生

かかりつけの医師

ベビーシッター

保健センター「さんて郡山」の

保健師や栄養士

専門カウンセリング（臨床心理士等）

親子たんとん広場のサポーター※４

子育て支援センターの保育士

母子自立支援員

こども家庭相談センター

民生委員・児童委員・主任児童委員

保健所

電話相談

育児書・育児雑誌

インターネット

その他

不明・無回答

今回調査(n=436) 前回調査(n=868)

(％)

※１ 前回調査は「保育所や幼稚園、認定

こども園、学校の保護者仲間」 

※２ 前回調査は「保育所や幼稚園、認定

こども園の先生」 

※３ 前回調査にはない選択肢 

※４ 前回調査は「親子たんとん広場の 

家庭教育アドバイザーやサポーター」 
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 気軽に相談できる先について、小学生児童では「配偶者・パートナー」が 81.1％と最も高

く、次いで「その他の親類（親、きょうだいなど）」が 67.6％となっています。 

 前回調査と比較すると、「保育園・幼稚園・学校等の保護者仲間」が 11.1 ポイント減少し

ています。 

【小学生児童】 

  
 

 

  

81.1

67.6

53.7

31.1

33.9

1.1

4.2

1.3

31.5

8.4

0.0

0.4

2.9

0.0

0.0

0.0

0.2

0.0

0.4

0.0

1.1

3.5

5.5

0.0

81.2

72.5

58.1

29.8

45.0

0.5

36.8

8.0

0.0

1.5

1.9

0.1

0.1

0.0

0.4

0.1

0.1

0.4

2.5

5.0

2.7

0.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

配偶者・パートナー

その他の親類（親、きょうだいなど）

隣近所の人、地域の知人、友人

職場の人

保育園・幼稚園・学校等の保護者仲間※１

子育て支援センター等の仲間

保育園・認定こども園の先生※２

幼稚園の先生※３

学校の先生※４

かかりつけの医師

ベビーシッター

保健センター「さんて郡山」の

保健師や栄養士

専門カウンセリング（臨床心理士等）

親子たんとん広場のサポーター※５

子育て支援センターの保育士

母子自立支援員

こども家庭相談センター

民生委員・児童委員・主任児童委員

保健所

電話相談

育児書・育児雑誌

インターネット

その他

不明・無回答

今回調査(n=454) 前回調査(n=825)

(％)

※１ 前回調査は「保育所、幼稚園、学校

等の保護者仲間」 

※２ 前回調査は「保育士、幼稚園等の先

生、学校の先生」 

※３ 前回調査にはない選択肢 

※４ 前回調査にはない選択肢 

※５ 前回調査は「親子たんとん広場の 

家庭教育アドバイザーやサポーター」 
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② 平日の幼稚園や保育園などの定期的な教育・保育事業の利用 ＜単数回答＞ 

 （就学前児童） 

 定期的な教育・保育事業の利用について、「利用している」が 78.4％となっています。 

 前回調査と比較すると、ほぼ同様の結果となっています。 

 子どもの年齢別にみると、年齢が高くなるにつれて「利用している」が多くなっています。 

 

 
 

【子どもの年齢別 定期的な教育・保育事業の利用】 

  合計 利用している 利用していない 不明・無回答 

全体 458 78.4 21.2 0.4 

０歳 47 8.5 91.5 0.0 

１歳 61 62.3 37.7 0.0 

２歳 74 68.9 31.1 0.0 

３歳 67 94.0 6.0 0.0 

４歳 75 97.3 1.3 1.3 

５歳 133 97.7 1.5 0.8 

 

 

  

78.4

72.7

21.2

27.0

0.4

0.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

今回調査

(n=458)

前回調査

(n=920)

利用している 利用していない 不明・無回答

(％)
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②で「利用している」を選んだ方 

②-１ 平日に利用している教育・保育の事業 ＜複数回答＞（就学前児童） 

 平日に利用している教育・保育の事業は、「認定こども園」が 61.6％と最も高く、次いで

「幼稚園」が 18.4％となっています。 

 前回調査と比較すると、「幼稚園」が 14.5ポイント、「認可保育園」が 25.1 ポイント減少

し、「認定こども園」が 41.7ポイント増加しています。 

 

 

  

18.4

7.5

15.6

61.6

0.3

0.0

2.2

0.3

1.7

0.0

0.3

5.0

0.0

32.9

6.3

40.7

19.9

0.3

0.1

2.1

0.4

1.5

0.0

0.7

2.8

0.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

幼稚園

幼稚園の預かり保育（通常の就学時間を延

長して預かる事業のうち定期的な利用の

み）

認可保育園※１（国が定める最低基準に適

合した施設で都道府県などの認可を受けた

定員20人以上のもの）

認定こども園（幼稚園と保育施設の機能を

合わせ持つ施設）

小規模な保育園※２（国が定める最低基準

に適合した施設で市町村の認可を受けた定

員が概ね６～19人のもの）

家庭的保育室（保育者の家庭などで５人以

下の子どもを保育する事業）

事業所内保育施設（企業が主に従業員用に

運営する施設）

自治体の認証・認定保育施設（認可保育園

ではないが自治体が認証・認定した施設）

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育（ベビーシッターのような

保育者が子どもの家庭で保育する事業）

こどもサポートセンター（地域住民が子ど

もを預かる事業）

その他

不明・無回答

今回調査(n=359) 前回調査(n=669)

(％)

※１ 前回調査は「認可保育所」 

※２ 前回調査は「小規模な保育施設」 
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③ 現在の利用の有無にかかわらず、平日の教育・保育事業として、定期的に利用したい

と考える事業 ＜複数回答＞（就学前児童） 

 平日の教育・保育事業として、定期的に利用したいと考える事業は、「認定こども園」が

64.8％と最も高く、次いで「認可保育園」が 31.7％となっています。 

 前回調査と比較すると、「幼稚園」が 10.0 ポイント、「認可保育園」が 14.2 ポイント減

少、「認定こども園」が 28.2ポイント増加しています。 

 

 

  

30.1

20.5

31.7

64.8

7.9

1.3

5.0

2.4

1.1

3.9

5.5

1.3

3.7

3.3

40.1

23.5

45.9

36.6

4.1

1.6

3.2

0.7

0.8

1.7

3.5

1.5

3.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

幼稚園

幼稚園の預かり保育（通常の就学時間を延

長して預かる事業のうち定期的な利用の

み）

認可保育園※１（国が定める最低基準に適

合した施設で都道府県などの認可を受けた

定員20人以上のもの）

認定こども園（幼稚園と保育施設の機能を

合わせ持つ施設）

小規模な保育園※２（国が定める最低基準

に適合した施設で市町村の認可を受けた定

員が概ね６～19人のもの）

家庭的保育室（保育者の家庭などで５人以

下の子どもを保育する事業）

事業所内保育施設（企業が主に従業員用に

運営する施設）

自治体の認証・認定保育施設（認可保育園

ではないが自治体が認証・認定した施設）

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育（ベビーシッターのような

保育者が子どもの家庭で保育する事業）

こどもサポートセンター（地域住民が子ど

もを預かる事業）

その他

特にない※３

不明・無回答

今回調査(n=458) 前回調査(n=920)

(％)

※１ 前回調査は「認可保育所」 

※２ 前回調査は「小規模な保育施設」 

※３ 前回調査にはない選択肢 
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 子どもの年齢別にみると、いずれの年齢も「認定こども園」が最も高くなっています。２番

目は０歳から３歳では「認可保育園」、４歳と５歳では「幼稚園」となっています。 

 

【子どもの年齢別 定期的に利用したい平日の教育・保育事業】 

  合
計 

幼
稚
園 

幼
稚
園
の
預
か
り
保
育 

認
可
保
育
園 

認
定
こ
ど
も
園 

小
規
模
な
保
育
園 

家
庭
的
保
育
室 

事
業
所
内
保
育
施
設 

自
治
体
の
認
証
・
認
定
保
育
施
設 

そ
の
他
の
認
可
外
の
保
育
施
設 

居
宅
訪
問
型
保
育 

こ
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

そ
の
他 

特
に
な
い 

不
明
・
無
回
答 

全体 458 30.1 20.5 31.7 64.8 7.9 1.3 5.0 2.4 1.1 3.9 5.5 1.3 3.7 3.3 

０歳 47 25.5 12.8 51.1 80.9 23.4 2.1 8.5 6.4 2.1 4.3 6.4 0.0 2.1 0.0 

１歳 61 31.1 11.5 42.6 78.7 19.7 0.0 8.2 4.9 1.6 9.8 13.1 0.0 0.0 4.9 

２歳 74 31.1 24.3 32.4 71.6 6.8 1.4 5.4 1.4 0.0 0.0 5.4 2.7 4.1 1.4 

３歳 67 28.4 20.9 35.8 55.2 7.5 4.5 6.0 1.5 0.0 7.5 4.5 1.5 0.0 4.5 

４歳 75 36.0 26.7 29.3 60.0 4.0 1.3 1.3 2.7 2.7 2.7 4.0 0.0 5.3 2.7 

５歳 133 28.6 21.1 18.8 56.4 0.0 0.0 3.8 0.8 0.8 2.3 3.0 2.3 6.8 4.5 

 

④ 学童保育所の利用 ＜単数回答＞（小学生児童） 

 学童保育所の利用状況について、「利用していない」が 58.7％、「利用している」が 34.8％、

「利用したいができていない」が 5.7％となっています。 

  

34.8

5.7

58.7

0.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

利用している

利用したいが利用できていない

利用していない

不明・無回答 今回調査(n=494)

(％)
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⑤ 子どもが小学生の時に、放課後の時間に過ごさせたい場所 ＜複数回答＞ 

（就学前児童（あて名の子どもが５歳以上である方のみ）） 

 放課後（平日の小学校終了後）の時間に過ごさせたい場所は、小学校低学年（１～３年生）

では「学童保育所」が 51.1％と最も高く、小学校高学年（４～６年生）では「自宅」が 45.9％

と最も高くなっています。 

 前回調査と比較すると、小学校低学年では「自宅」が 13.5ポイント、「習い事」が 17.9 ポ

イント減少、「学童保育所」が 13.8 ポイント増加しています。小学校高学年では「自宅」が

17.5 ポイント、「祖父母宅や友人・知人宅」が 10.4 ポイント、「習い事」が 19.3 ポイント

減少、「学童保育所」が 10.7ポイント増加しています。 

【小学校低学年(1～3 年生)】             【小学校高学年(4 年生以上)】 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事
（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）

児童館※１

放課後子ども教室

学童保育所

こどもサポートセンター

その他（公民館、公園など）

不明・無回答

47.4

15.8

36.8

5.3

14.3

51.1

2.3

14.3

15.0

60.9

25.5

54.7

21.1

37.3

0.0

8.7

5.0

0.020.040.060.080.0

今回調査(n=133)

前回調査(n=161)

(％)
45.9

11.3

32.3

5.3

12.8

36.8

2.3

10.5

25.6

63.4

21.7

51.6

18.6

26.1

0.0

6.8

14.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

今回調査(n=133)

前回調査(n=161)

(％)

※１ 前回調査にはない選択肢 
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⑥ 放課後の過ごし方 ＜複数回答＞（小学生児童） 

 放課後（平日の小学校終了後）の過ごし方について、「習い事」が 52.2％で最も高く、次い

で「自宅で留守番」が 40.9％となっています。 

 前回調査と比較すると、「自宅で留守番」が 35.2 ポイント、「習い事」が 12.4 ポイント減

少、「学童保育所」が 17.2 ポイント増加しています。 

 

 
  

40.9

18.6

52.2

4.3

6.1

34.8

1.8

35.8

14.6

0.8

76.1

25.7

64.6

8.3

17.6

0.7

13.6

1.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

自宅で留守番※１

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカーク

ラブ、学習塾など）

児童館※２

放課後子ども教室

学童保育所

こどもサポートセンター

子ども同士で遊ぶ※３

その他

不明・無回答

今回調査(n=494) 前回調査(n=883)

(％)

※１ 前回調査は「自宅」 

※２ 前回調査にはない選択肢 

※３ 前回調査にはない選択肢 
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⑦ 「こども誰でも通園制度（仮称）※」の利用意向 ＜単数回答＞（就学前児童） 

※「親が就労している」などの要件を満たしていなくても、誰もが定期的に保育施設などへ通えるようにする制度。（月 10 時間

までの枠で、時間単位で利用できる仕組みを想定。）本市では令和８年度以降導入予定。 

 「こども誰でも通園制度（仮称）」の利用意向は、「利用したい」が 32.3％で最も高く、次

いで「どちらかと言えば利用したい」が 31.4％となっています。 

 子どもの年齢別にみると、いずれの年齢も、「利用したい（利用したい＋どちらかと言えば

利用したい）」が 60％以上となっています。 

 

 
 

【子どもの年齢別 こども誰でも通園制度の利用意向】 

  合計 利用した

い 

どちらか

と言えば

利用した

い 

どちらか

と言えば

利用した

くない 

利用した

くない 

不明・無

回答 
【別掲】 

利用した

い 

利用した

くない 

全体 458 32.3 31.4 11.6 17.2 7.4 63.7 28.8 

０歳 47 27.7 42.6 6.4 17.0 6.4 70.3 23.4 

１歳 61 32.8 31.1 11.5 16.4 8.2 63.9 27.9 

２歳 74 37.8 28.4 10.8 17.6 5.4 66.2 28.4 

３歳 67 31.3 35.8 14.9 13.4 4.5 67.1 28.3 

４歳 75 24.0 36.0 14.7 13.3 12.0 60.0 28.0 

５歳 133 35.3 24.8 10.5 21.8 7.5 60.1 32.3 

 

 

 

  

32.3

31.4

11.6

17.2

7.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

利用したい

どちらかと言えば利用したい

どちらかと言えば利用したくない

利用したくない

不明・無回答 今回調査(n=458)

(％)
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「⑦こども誰でも通園制度」で「利用したい」「どちらかと言えば利用したい」を選んだ方 

⑦-１ 実際に制度を利用する場合、利用を希望する頻度 ＜単数回答＞（就学前児童） 

 実際に制度を利用する場合、利用を希望する頻度は、「週１回程度」が 46.9％で最も高く、

次いで「２週間に１回程度」が 26.0％となっています。 

 子どもの年齢別にみると、「週１回程度（１回あたり約２時間）」で 50％を超えているの

は、０歳と２歳となっています。 

 

 
 

【子どもの年齢別 こども誰でも通園制度の利用頻度】 

  合計 週１回程度

（１回あた

り約２時

間） 

２週間に１

回程度（１

回あたり約

４時間） 

１ヶ月に１

回（１回あ

たり約８時

間） 

その他 不明・無回

答 

全体 292 46.9 26.0 15.1 9.6 2.4 

０歳 33 51.5 24.2 12.1 12.1 0.0 

１歳 39 35.9 41.0 15.4 7.7 0.0 

２歳 49 57.1 26.5 12.2 4.1 0.0 

３歳 45 48.9 22.2 15.6 11.1 2.2 

４歳 45 42.2 22.2 22.2 13.3 0.0 

５歳 80 46.3 23.8 13.8 10.0 6.3 

 

 

 

  

46.9

26.0

15.1

9.6

2.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

週１回程度（１回あたり約２時間）

２週間に１回程度

（１回あたり約４時間）

１ヶ月に１回

（１回あたり約８時間）

その他

不明・無回答 今回調査(n=292)

(％)
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⑧ 大和郡山市に対して期待する子育て支援策 ＜複数回答（５つまで）＞ 

（就学前児童・小学生児童） 

 就学前児童で大和郡山市に対して期待する子育て支援策は、「親子が安心して集まれる屋内

の遊び場を整備する」が 74.5％で最も高く、次いで「親子が安心して集まれる公園等屋外の

施設を整備する」が 64.4％となっています。 

 前回調査と比較すると、「親子が安心して集まれる屋内の遊び場を整備する」が 25.4 ポイ

ント増加しています。 

 

【就学前児童】 

 
 

  

64.4

20.1

74.5

17.7

48.0

14.2

15.7

11.1

4.6

46.7

17.9

37.8

2.2

36.7

7.9

9.6

2.0

3.7

62.2

14.5

49.1

40.9

13.9

13.2

11.2

3.8

47.2

26.3

14.5

44.0

1.7

29.5

6.8

10.1

2.1

1.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

親子が安心して集まれる公園等屋外の施設を整備する

親子が安心して集まれる保育園・認定こども園・

幼稚園の園庭開放を充実する※１

親子が安心して集まれる屋内の遊び場を整備する※２

駅前など、交通の便のよいところでの一時預かり機能を充実する※３

子連れでも安心して出かけられるよう、オムツ替えや授乳のためのスペース

づくりや、歩道等の段差解消等の「子育てのバリアフリー化」に取り組む

子育てに困ったときの相談体制を充実する

子育て支援に関する情報提供を充実する

子育て中の親の仲間づくりの機会の充実※４

子育てサークル活動への支援を充実する

保育園、学童保育所等の働きながら子どもを預ける施設を増やす

幼稚園での保育サービスを充実する※５

専業主婦等、誰でも気軽に利用できるNPO等による保育サービスを行う※６

安心して子どもが医療機関を利用できる医療体制を整備する

ＰＴＡ活動などの強化により、学校との連携を積極的に推進する

労働時間短縮、休暇の取得推進、育児休業取得推進等、

企業等に対して職業環境の改善を働きかける

子育ての講座など子育てについて学べる機会をつくる

その他

特になし

不明・無回答

今回調査(n=458) 前回調査(n=920)

(％)

※１ 前回調査は「親子が安心して集まれる保育所・幼稚園等の園庭開放を充実する」 

※２ 前回調査は「親子が安心して集まれる集いの広場等、屋内の施設を整備する」 

※３ 前回調査にはない選択肢 

※４ 前回調査は「子育て中の親の仲間づくりや子育ての知識・技能の取得に役立つ親子教室の開催回数の増加と内容の充実を図る」 

※５ 前回調査は「幼稚園での預かり保育等を充実する」 

※６ 今回調査にはない選択肢 
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 小学生児童は、「親子が安心して集まれる公園等屋外の施設を整備する」が 55.1％で最も

高く、次いで「親子が安心して集まれる屋内の遊び場を整備する」が 53.2％となっています。 

 前回調査と比較すると、「保育園、学童保育所等の働きながら子どもを預ける施設を増やす」

が 11.2ポイント、「幼稚園での保育サービスを充実する」が 11.9 ポイント減少、「親子が安

心して集まれる屋内の遊び場を整備する」が 14.1 ポイント増加しています。 

 

【小学生児童】 

 
 

 

 

 

  

55.1

5.3

53.2

13.8

12.1

11.9

19.2

4.3

1.2

22.9

4.3

41.5

2.2

30.2

5.7

12.8

6.1

0.4

51.9

7.6

39.1

16.3

18.6

18.8

7.9

1.5

34.1

16.2

13.3

50.7

2.7

29.0

4.3

10.6

3.1

4.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

親子が安心して集まれる公園等屋外の施設を整備する

親子が安心して集まれる保育園・認定こども園・

幼稚園の園庭開放を充実する※１

親子が安心して集まれる屋内の遊び場を整備する※２

駅前など、交通の便のよいところでの一時預かり機能を充実する※３

子連れでも安心して出かけられるよう、オムツ替えや授乳のためのスペース

づくりや、歩道等の段差解消等の「子育てのバリアフリー化」に取り組む

子育てに困ったときの相談体制を充実する

子育て支援に関する情報提供を充実する

子育て中の親の仲間づくりの機会の充実※４

子育てサークル活動への支援を充実する

保育園、学童保育所等の働きながら子どもを預ける施設を増やす

幼稚園での保育サービスを充実する

専業主婦等、誰でも気軽に利用できるNPO等による保育サービスを行う※５

安心して子どもが医療機関を利用できる医療体制を整備する

ＰＴＡ活動などの強化により、学校との連携を積極的に推進する

労働時間短縮、休暇の取得推進、育児休業取得推進等、

企業等に対して職業環境の改善を働きかける

子育ての講座など子育てについて学べる機会をつくる

その他

特になし

不明・無回答

今回調査(n=494) 前回調査(n=883)

(％)

※１ 前回調査は「親子が安心して集まれる保育所・幼稚園等の園庭開放を充実する」 

※２ 前回調査は「親子が安心して集まれる集いの広場等、屋内の施設を整備する」 

※３ 前回調査にはない選択肢 

※４ 前回調査は「子育て中の親の仲間づくりや子育ての知識・技能の取得に役立つ親子教室の開催回数の増加と内容の充実を図る」 

※５ 前回調査は「幼稚園での預かり保育等を充実する」 

※６ 今回調査にはない選択肢 
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⑨ これからもお子さんに大和郡山市で育ってほしいと思うか ＜単数回答＞ 

（就学前児童・小学生児童） 

 これからもお子さんに大和郡山市で育ってほしいと思うかについてみると、就学前児童、小

学生児童ともに「どちらかというとそう思う」が最も高くなっています。「そう思う（そう思

う＋どちらかというとそう思う）」は就学前児童で 66.2％、小学生児童で 68.8％となってい

ます。 

 前回調査と比較すると、就学前児童、小学生児童ともに、ほぼ同様の結果となっています。 

 

【就学前児童】 

 
 

【小学生児童】 

 
 

 

 

  

29.5

38.2

36.7

32.8

8.5

9.1

6.1

4.2

15.7

14.9

3.5

0.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

今回調査

(n=458)

前回調査

(n=920)

そう思う どちらかというとそう思う どちらかというとそう思わない

そう思わない わからない 不明・無回答

(％)

25.9

34.5

42.9

34.1

10.1

9.3

5.3

4.9

15.0

16.3

0.8

0.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

今回調査

(n=494)

前回調査

(n=883)

そう思う どちらかというとそう思う どちらかというとそう思わない

そう思わない わからない 不明・無回答

(％)
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３．こどもの生活に関する調査（保護者・子ども）の結果 

 

◆世帯の状況 

 本市の「こどもの生活に関する調査（保護者）」から算出した貧困層（相対的貧困率※）は

11.8％となっています。令和３年度に内閣府が実施した「子供の生活状況調査」における相対

的貧困率は 12.9％となっており、大きな差はみられません。 

【世帯の状況（等価可処分所得をもとに区分）】 

 

※厚生労働省が実施している国民生活基礎調査における相対的貧困率の算出方法に基づいています。 

 

① お子さんは将来、現実的に見てどの学校に進学すると思うか ＜単数回答＞ 

 （保護者） 

 保護者にお子さんの将来の進学先を尋ねたところ、全体では「中学、高校、大学」が 55.4％

で最も高く、次いで「まだわからない」が 12.2％となっています。 

 世帯収入別でみると、どの層も「中学、高校（または５年制の高等専門学校）、大学」が最

も高くなっていますが、貧困層は 30％未満と低くなっています。 

【世帯の状況別 子どもの将来の進学先】 

  合
計 

中
学 

中
学
、
高
校 

中
学
、
高
校
、
専
門
学
校 

中
学
、
５
年
制
の
高
等
専
門
学
校 

中
学
、
高
校
、
短
大 

中
学
、
高
校
（
ま
た
は
５
年
制
の
高

等
専
門
学
校
）
、
大
学 

中
学
、
高
校
（
ま
た
は
５
年
制
の
高

等
専
門
学
校
）
、
大
学
、
大
学
院 

そ
の
他 

ま
だ
わ
か
ら
な
い 

不
明 

全体 466 0.2 10.9 10.7 1.5 2.4 55.4 5.4 0.9 12.2 0.4 

その他層 221 0.5 5.9 5.9 2.7 1.8 66.1 6.8 0.0 10.4 0.0 

準貧困層 167 0.0 13.2 13.2 0.6 3.0 51.5 4.2 1.2 12.6 0.6 

貧困層 52 0.0 23.1 25.0 0.0 3.8 28.8 1.9 1.9 13.5 1.9 

11.8

12.9

38.0

36.9

50.2

50.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大和郡山市(n=440)

全国(n=2,623)

貧困層

(中央値の2分の1未満)

準貧困層

(中央値の2分の1以上中央値未満)

その他層

(中央値以上)
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② 学校の授業がわからないことがあるか ＜単数回答＞（子ども） 

 子どもに学校の授業がわからないことがあるかについてみると、全体では「だいたいわか

る」が 42.8％で最も高く、次いで「教科によってはわからないことがある」が 24.4％となっ

ています。 

 

【世帯の状況別 学校の授業の理解度】 

  合
計 

い
つ
も
わ
か
る 

だ
い
た
い
わ
か
る 

教
科
に
よ
っ
て
は 

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る 

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い 

ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い 

不
明 

全体 446 21.1 42.8 24.4 4.5 0.9 6.3 

その他層 211 26.1 42.2 22.7 2.8 0.5 5.7 

準貧困層 156 15.4 45.5 23.7 6.4 1.3 7.7 

貧困層 49 10.2 44.9 28.6 8.2 2.0 6.1 

 

③ 将来、どの学校に進学したいか ＜単数回答＞（子ども） 

 子どもに将来の進学先の希望についてみると、全体では「中学、高校、大学」が 29.6％で最

も高く、次いで「まだわからない」が 26.7％となっています。 

 世帯収入別でみると、「中学、高校（または５年制の高等専門学校）、大学」は貧困層で 10％

台と、ほかの層より低くなっています。 

 

【世帯の状況別 進学希望】 

  合
計 

中
学 

中
学
、
高
校 

中
学
、
高
校
、
専
門
学
校 

中
学
、
５
年
制
の
高
等
専
門
学
校 

中
学
、
高
校
、
短
大 

中
学
、
高
校
（
ま
た
は
５
年
制
の
高

等
専
門
学
校
）
、
大
学 

中
学
、
高
校
（
ま
た
は
５
年
制
の
高

等
専
門
学
校
）
、
大
学
、
大
学
院 

そ
の
他 

ま
だ
わ
か
ら
な
い 

不
明 

全体 446 0.9 14.6 12.6 1.1 2.5 29.6 6.7 0.0 26.7 5.4 

その他層 211 0.5 8.5 10.9 2.4 2.8 34.1 9.0 0.0 26.5 5.2 

準貧困層 156 0.0 17.9 13.5 0.0 2.6 28.8 3.8 0.0 27.6 5.8 

貧困層 49 2.0 26.5 16.3 0.0 2.0 12.2 6.1 0.0 30.6 4.1 
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③で「まだわからない」以外を選んだ方 

③-１ 将来、どの学校に進学したいと思うかの理由  

＜「とくに理由はない」以外は複数回答＞（子ども） 

 進学先を希望する理由についてみると、全体では「希望する学校や職業があるから」が

46.9％と最も高く、次いで「とくに理由はない」が 25.1％となっています。 

 

【世帯の状況別 どの学校に進学したいと思うかの理由】 

  合
計 

希
望
す
る
学
校
や
職
業

が
あ
る
か
ら 

自
分
の
成
績
か
ら
考
え

て 親
が
そ
う
言
っ
て
い
る

か
ら 

兄
・
姉
が
そ
う
し
て
い
る

か
ら 

ま
わ
り
の
先
輩
や
友
達

が
そ
う
し
て
い
る
か
ら 

家
に
お
金
が
な
い
と
思

う
か
ら 

早
く
働
く
必
要
が
あ
る

か
ら 

そ
の
他 

と
く
に
理
由
は
な
い 

不
明 

全体 303 46.9 16.2 15.2 7.9 6.6 2.0 2.3 3.6 25.1 2.0 

その他層 144 51.4 18.8 13.9 9.0 8.3 1.4 2.1 2.8 23.6 1.4 

準貧困層 104 47.1 11.5 15.4 7.7 4.8 1.0 2.9 3.8 24.0 2.9 

貧困層 32 34.4 15.6 21.9 6.3 9.4 9.4 3.1 9.4 25.0 3.1 

 

④ 週にどのくらい食事をしているか ＜単数回答＞（子ども） 

ａ）朝食 

 朝食の摂取状況についてみると、全体では「毎日食べる」が 84.1％で最も高く、次いで「週

５～６日」が 8.3％となっています。 

 世帯収入別でみると、「毎日食べる（週７日）」はどの層も最も多くなっていますが、貧困

層は 70％未満となっています。 

 

【世帯の状況別 朝食の摂取状況】 

  合計 毎日食べる

（週７日） 

週５～６日 週３～４日 週１～２

日、ほとん

ど食べない 

不明 

全体 446 84.1 8.3 2.0 3.8 1.8 

その他層 211 91.5 4.7 0.9 1.4 1.4 

準貧困層 156 78.8 11.5 3.2 5.1 1.3 

貧困層 49 69.4 16.3 4.1 8.2 2.0 
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ｂ）夕食 

 夕食の摂取状況についてみると、全体では「毎日食べる」が 96.6％で最も高く、次いで「週

５～６日」が 0.9％となっています。 

 

【世帯の状況別 夕食の摂取状況】 

  合計 毎日食べる

（週７日） 

週５～６日 週３～４日 週１～２

日、ほとん

ど食べない 

不明 

全体 446 96.6 0.9 0.0 0.4 2.0 

その他層 211 97.6 0.5 0.0 0.5 1.4 

準貧困層 156 97.4 0.6 0.0 0.0 1.9 

貧困層 49 93.9 4.1 0.0 0.0 2.0 

 

ｃ）夏休みや冬休みなどの期間の昼食 

 長期休暇期間の昼食の摂取状況についてみると、全体では「毎日食べる」が 89.5％で最も

高く、次いで「週５～６日」が 6.5％となっています。 

 

【世帯の状況別 夏休みや冬休みなどの期間の昼食の摂取状況】 

  合計 毎日食べる

（週７日） 

週５～６日 週３～４日 週１～２

日、ほとん

ど食べない 

不明 

全体 446 89.5 6.5 1.8 0.2 2.0 

その他層 211 91.5 5.2 1.4 0.5 1.4 

準貧困層 156 90.4 7.7 0.6 0.0 1.3 

貧困層 49 83.7 8.2 4.1 0.0 4.1 

 

⑤ 友だちと比べて、家の手伝いをする時間が多いと思うか ＜単数回答＞（子ども） 

 家の手伝いをする時間についてみると、全体では「普通だと思う」が 41.3％で最も高く、

次いで「少ないと思う」が 32.5％となっています。 

 

【世帯の状況別 進学希望】 

  合計 とても多

いと思う 

多いと思

う 

普通だと

思う 

少ないと

思う 

手伝いは

していな

い 

不明 

全体 446 4.0 9.6 41.3 32.5 10.1 2.5 

その他層 211 4.7 5.7 46.9 29.4 10.4 2.8 

準貧困層 156 2.6 14.7 35.9 34.6 10.9 1.3 

貧困層 49 2.0 14.3 38.8 32.7 10.2 2.0 
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４．若者調査の結果 

◆年齢（令和６年７月１日現在）、性別 ＜単数回答＞ 

 回答者の年齢は、「35～39歳」が 28.1％で最も高く、次いで「30～34歳」が 26.8％となっ

ています。 

 回答者の性別は、男性が 39.2％、女性が 59.9％となっています。 

 

年齢                    性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 今まで（現在含む）、社会生活や日常生活を円滑に送ることができなかった経験の有

無 ＜単数回答＞ 

 今まで（現在含む）に、社会生活や日常生活を円滑に送ることができなかった経験は、「な

かった」が 54.6％で最も高く、次いで「過去にあった」が 30.6％となっています。 

 

 
  

30.6

7.5

54.6

6.9

0.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

過去にあった

現在そうである

なかった（ない）

わからない、答えられない

不明・無回答

(％)

(n=549)

18～19歳

6.2%

20～24歳

19.3%

25～29歳

19.5%30～34歳

26.8%

35～39歳

28.1%

不明・無回答

0.2%

(n=549)

男

39.2%

女

59.9%

その他

0.5%

不明・無回答

0.4%

(n=549)

※「その他」は「その他（どちらともいえない・わからない・答えたくない）」 
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①で「過去にあった」または「現在そうである」を選んだ方 

①-１ そうした問題を経験した、または現在経験している主な原因 ＜複数回答＞ 

 そうした問題を経験した、または現在経験している主な原因についてみると、「まわりの人

との付き合いがうまくいかなかったこと」が 33.5％と最も高く、次いで「病気になったこと」

が 30.6％となっています。 

 

 

  

33.5

30.6

12.4

3.3

13.4

19.1

17.2

1.9

13.4

23.9

18.2

26.8

16.3

8.1

1.4

3.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

まわりの人との付き合いが

うまくいかなかったこと

病気になったこと

妊娠や出産したこと

家族の看病やお世話を

することになったこと

新型コロナウイルスが流行したこと

学校にうまくなじめなかった

学生時代の不登校

受験がうまくいかなったこと

就職活動がうまくいかなかったこと

職場になじめなかったこと

退職したこと

何事も否定的に考えてしまう

悩みや不安などが相談できない

その他

特に理由はない

不明・無回答

(％)

(n=209)
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② 次の場所は、今のあなたにとって居場所（ほっとできる場所、居心地の良い場所）に

なっているか ＜単数回答＞ 

 居場所についてみると、「そう思う」は「家庭」が 87.4％で最も高く、次いで「自分の部

屋」が 86.5％となっています。 

 「そう思わない」は「学校」が 43.5％で最も高く、次いで「職場」が 36.6％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

  

86.5

87.4

39.9

51.5

51.5

50.1

2.7

8.4

43.5

36.6

30.2

33.0

8.7

1.6

13.1

7.8

15.1

13.8

2.0

2.6

3.5

4.0

3.1

3.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(1)自分の部屋

(2)家庭(実家や親戚の家を含む)

(3)学校(卒業した学校を含む)

(4)職場(アルバイト先や過去の

職場を含む)

(5)地域(図書館や公民館や公園な

ど、現在住んでいる場所やそこにあ

る建物など)

(6)インターネット空間(SNS、

YouTubeやオンラインゲームなど)

そう思う※１ そう思わない※２ あてはまるものはない、わからない 不明・無回答

(n=549)

※「そう思う」は「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計 

※「そう思わない」は「どちらかといえばそう思わない」と「そう思わない」の合計 
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③ 結婚や出産、子育てしやすいと思える環境をつくるにはどのようなサポートがあれば

良いと考えるか ＜複数回答（５つまで）＞ 

 結婚や出産、子育てしやすいと思える環境をつくるためのサポートについてみると、「結婚

や出産、育児に対する資金貸与や援助支援」が 43.4％で最も高く、次いで「子育てがしやす

い税制や社会保障」が 41.2％となっています。 

 

 

  

14.0

37.3

20.6

9.3

31.9

2.6

43.4

25.3

21.7

33.5

26.2

14.4

33.9

23.3

28.2

41.2

10.6

10.4

15.5

4.2

1.1

4.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

男女の出会いの場の提供

夫婦ともに働き続けられるような職場環境の充実

安定した雇用機会の提供

若いうちから自身のライフプランを考える機会の提供

結婚した方が有利になるような税制や社会保障

結婚に関する相談体制

結婚や出産、育児に対する資金貸与や補助支援

安定した住居の供給、住宅に対する補助支援

女性が働きやすい環境づくり

長時間労働の是正、有給休暇の取得促進など、自由な時間や育児時間の確保

産休・育休制度の充実

妊娠・出産・子育てに関する相談・地域のサポート体制の充実

妊娠・出産時の経済的負担の軽減

こどもの人数に応じた経済的な支援

保育園などの預け先の施設数やサービス内容の充実

子育てがしやすい税制や社会保障

学校などの教育環境の充実

こどもの安全を確保する対策の充実

小児救急など安心してこどもが医療機関を利用できる体制

その他

支援は必要ない

不明・無回答

(％)

(n=549)
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④ 大和郡山市が取り組む若者の施策に望むもの ＜複数回答（５つまで）＞ 

 若者の施策に望むものについてみると、「安心して出産・子育てのできる環境づくりを進め

る」が 63.9％で最も高く、次いで「経済的な困難を抱えている家庭を支援する」が 34.1％と

なっています。 

 

 

20.9

4.0

8.0

4.2

34.1

13.5

17.5

23.0

18.4

33.7

15.3

18.9

14.0

63.9

11.7

29.0

5.5

2.7

3.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

参加しやすいイベントなどの情報を提供する

自分の意見を発表できる機会を確保する

地域活動や社会参加の機会を確保する

若者に関するボランティア等の活動を支援する

経済的な困難を抱えている家庭を支援する

悩み等を相談できる窓口を充実する

虐待を受けている人、虐待を受けた経験のある人を支援する

学校に行けない人、社会に出られない人が自立できるよう支援する

ほっとできる居場所を提供する

学校教育を充実する

若者の非行や犯罪防止などの取組や環境づくりを進める

就職に向けた相談やサポート体制を充実する

キャリア形成支援やライフプランニング教育を進める

安心して出産・子育てのできる環境づくりを進める

消費者教育や金融リテラシーの向上に向けた取組を進める

若者が結婚しやすい環境をつくる

本人以外の家族でも相談できる窓口の推進

その他

不明・無回答

(％)

(n=549)


